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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」 －気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「個別最適な学びと協働的な学びで、主体的に学習する生徒を育成する」

学校教育重点目標 「居心地良く、やる気のある学級づくり」 「豊かな心の育成」

「学校体制で積極的な相談」をしています

昨日の１月１５日（月）に、本校で毎月２回行っている生徒と教職員の相談をしました。思春期の

生徒は様々な悩みを持っています。その悩みや困っていることを教職員を選択して、相談できる

組織体制をとっています。生徒自身が悩みを言語化し、自ら他者に相談して自分に迫る困難や

危機を回避できる力を育成しようとしています。

一人一人の生徒の各自の目標を実現していくためにも、悩みや困っていることを信用できる人

に相談しながら、改善する経験を持つことは、高校や社会でも重要と考えます。

具体的な内容は、相談した生徒のために守ることを原則としていますが、主な相談として紹介し

たいと思います。ご家庭でも、お子さんとの会話を増やしたり、相談をお願いします。

主な相談内容

○ 受験に対する不安や緊張 ○ 家庭学習の取り組み方 ○ 苦手教科の学習方法

○ 将来の職業に関する悩み ○ 行事への不安 ○ 友人関係をより良くするための方

法等が主な相談内容でした。

相談される教職員として努力すべき事項

１ 不安や悩み、相談したいことは誰にでもあるが、簡単に悩みは話せないことを理解する

２ 相談される人間関係を構築する

３ しっかり聞き、共感する

４ 適切な助言を心掛ける

※ 教職員も専門性を向上させる・生徒と一緒に考える・他の教職員や他機関と連携する

５ 相談を続ける



昨日の相談の様子を一部紹介します
※ 「悩みを聞いてもらい、気持ちが楽になった」等の声を聞いています。

教職員の多忙化、働き方改革は推進しなければなりません。しかし、生徒の悩みや困っている

ことに対して、優先順位の１位で対応するようにしています。いじめや不登校を予防し、生徒一人

一人が持っている目標を実現するためには、「早期の悩み相談」が重要と考えています。

本校の相談体制・早期発見・適切な対応のための組織体制

○ 毎日のフォーサイト（生徒が毎日書くノート）での相談体制

○ 月二回の全生徒対象の相談

○ 信頼性と妥当性の高い標準化検査WEBQUを学期１回、年３回実施

○ 生活調査アンケート・いじめ調査アンケート

○ 相談することの必要性や重要性の指導

○ 朝会・夕礼、代表者会、職員会議、校内研究等で、生徒の状況について報告・確認



学校教育重点目標 「確かな学力の育成」

「主体的に学ぶ生徒を育成」しています

本校では、「令和のやまなし教育活動モデル事業」の協力校として、「個別最適な学びと協働

的な学びで、主体的に学習する生徒を育成する」研究をしています。昨日の放課後も、バスを待

つ時間にも生徒は、自ら図書室で勉強をしていました。結果も重要ですが、結果以上に重要なの

は「自分なりの目標を実現しようとして、努力している」生徒の姿です。

学力に一番影響がある「学習への４つの意欲」 全国いじめ問題子供サミットで
発表する「ポスター」を製作し

１ まだ知らないことや、さらに詳しいことを知りたい ている生徒会役員

２ もっと出来るようになりたい。もっと成長したい。

３ 人のためになりたい。社会に貢献したい。

４ 自分の長所を生かして、自分らしく生きたい。

５ 生徒一人一人が自己実現を達成
↑ ※本校の研究内容

４ 承認や尊敬欲求（尊敬される・自己肯定感の充足）
↑

３ 所属集団からの承認・愛情（学級で認められる）
↑

２ 心理的安全（学級・学校での居場所・やる気）
↑

１ 生理的欲求（衣・食・住・愛）等が満たされる ←筑波大学 櫻井茂男先生
の理論



教育会への貢献 「日本教育新聞 １月１５日号掲載」 ※ 本校の実践紹介の４回目


